
(57)【要約】

【課題】形状がシンプルで、成形工程が少なく、少ない

工程で組み立てることができることを課題とする。

【解決手段】筐体１２には電池２２が収納可能な電池収

納部２０が形成されており、この電池収納部２０と電池

蓋２６とにヒンジベルト３２がインサート成形されてい

る。電池収納部２０内に収納された電池２２を交換する

際に電池蓋２６を筐体１２から取り外した時、電池蓋２

６は筐体１２にヒンジベルト３２によって連結されてい

る。したがって、電池蓋２６は筐体１２から離れ落ちる

ことがないので、電池蓋２６の紛失が防止できる。また

、電池蓋２６とヒンジベルト３２と筐体１２とを一体品

として成形することで、筐体１２に必要とされる部品点

数が少なく済み、組付工数が削減されてコストダウンに

繋がる。

【選択図】　　図２

JP 2004-233752 A 2004.8.19



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ メ ラ 本 体 に 形 成 さ れ 、 電 池 が 収 納 可 能 と さ れ た 収 納 部 と 、 前 記 収 納 部 を 覆 い 、 該 収 納 部
の 開 口 を 閉 塞 す る 蓋 部 材 と 、
前 記 収 納 部 と 前 記 蓋 部 材 と に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ 、 両 者 を 連 結 す る 弾 性 帯 と 、 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 電 池 収 納 部 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弾 性 帯 は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 収
納 部 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 弾 性 帯 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 、 前 記 蓋 部 材 の 表 面 か ら 突 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 池 収 納 部 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 収 納 部 は 前 記 カ メ ラ 本 体 の 角 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 蓋 部 材 の 表 面 が カ メ ラ レ ン ズ 側 に あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 池 収 納 部 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 蓋 部 材 に は 爪 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 収 納 部 に は 前 記 爪 部 を 掛 止 す る 掛 止 部 が 形 成 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 電 池 収 納 部 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 弾 性 帯 は 、 前 記 収 納 部 の 開 口 が 前 記 蓋 部 材 で 閉 塞 さ れ た と き 、 前 記 収 納 部 の 開 口 の 内
側 に 収 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 池 収 納 部 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 弾 性 帯 は 、 前 記 蓋 部 材 を 開 放 方 向 に 付 勢 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ 請 求 項
６ の い ず れ か に 記 載 の 電 池 収 納 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は デ ジ タ ル カ メ ラ 等 の 電 子 機 器 の 電 池 収 納 部 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 等 の 電 子 機 器 は 電 池 を 電 源 と し て お り 、 電 子 機 器 に は こ の 電 池
を 収 納 す る 電 池 収 納 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 電 池 収 納 部 に 電 池 を 収 納 し た と き に 、 電 池
蓋 で 電 池 収 納 部 の 開 口 部 を 閉 じ る こ と に よ っ て 電 池 が 電 子 機 器 の 外 部 へ 飛 び 出 る こ と を 防
ぐ よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 電 池 収 納 部 内 の 電 池 を 交 換 す る 場 合 に は 、 電 池 蓋 を 外 し て 電 池 収 納 部 内 の 古 い 電 池 を
取 出 し 、 新 し い 電 池 を 電 池 収 納 部 内 に 収 納 す る こ と で 、 電 池 交 換 を 行 う 。 こ の と き 、 外 し
た 電 池 蓋 を 落 と す こ と が あ り 、 屋 外 で 電 池 蓋 を 落 と し た 場 合 に は 発 見 す る こ と が 困 難 で 、
紛 失 し て し ま う こ と が 多 い 。 ま た 、 電 池 蓋 は 硬 質 の 樹 脂 か ら 形 成 さ れ て い る こ と が 多 く 、
落 下 の 際 に 破 損 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 電 子 機 器 本 体 と 電 池 蓋 と を ひ も 等 の 連 結 部 材 で 連 結 し 、 電 池 蓋 の 落 下 を 防 止 す る
方 法 が 用 い ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 蓋 本 体 １ ０ ４ の 一 端 か ら 延 設 さ れ た ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ に よ っ て ケ ー
ス １ ０ ２ に 繋 げ ら れ た ヒ ン ジ 付 き 蓋 １ ０ ０ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ は エ ラ ス ト マ ー か ら な り 、 ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ の 一 端 が 蓋 本 体 １
０ ４ と 一 体 成 形 さ れ て い る 。 一 方 、 ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ の 他 端 は 、 ケ ー ス １ ０ ２ に 設 け ら
れ た ヒ ン ジ 挿 通 部 １ ０ ８ に 係 止 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 蓋 本 体 １ ０ ４ の ケ ー ス １ ０ ２ か ら
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の 抜 け 落 ち が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し 、 こ の 構 造 に お い て は 、 第 １ の 工 程 で 蓋 本 体 １ ０ ４ と ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ と を 一 体
成 形 し 、 第 ２ の 工 程 で ケ ー ス １ ０ ２ を 成 形 し な け れ ば な ら ず 、 生 産 上 の 工 程 数 が 多 く な る
上 に 、 ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ を ヒ ン ジ 挿 通 部 １ ０ ８ に 取 付 け る 工 程 が 必 要 と な る 。 ま た 、 蓋
本 体 １ ０ ４ の 端 部 か ら ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ が 延 出 し て い る た め 、 蓋 本 体 １ ０ ４ を 閉 じ た と
き 、 ヒ ン ジ ベ ル ト １ ０ ６ が 蓋 本 体 １ ０ ４ と ケ ー ス １ ０ ２ と の 連 結 部 か ら 逃 げ る 構 造 を 採 る
必 要 が あ る た め 、 ヒ ン ジ 挿 通 部 １ ０ ８ の 形 状 が 複 雑 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ７ ０ ０ ８ 号 （ 第 ２ － ３ 項 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し て 成 さ れ た も の で あ り 、 形 状 が シ ン プ ル で 、 成 形 工 程 が 少 な
く 、 少 な い 工 程 で 組 み 立 て る こ と が で き る 電 池 収 納 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 カ メ ラ 本 体 に 形 成 さ
れ 、 電 池 が 収 納 可 能 と さ れ た 収 納 部 と 、 前 記 収 納 部 を 覆 い 、 該 収 納 部 の 開 口 を 閉 塞 す る 蓋
部 材 と 、 前 記 収 納 部 と 前 記 蓋 部 材 と に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ 、 両 者 を 連 結 す る 弾 性 帯 と 、 を
備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 カ メ ラ 本 体 に は 電 池 が 収 納 可 能 な 収 納 部 が 形 成 さ れ て お
り 、 こ の 収 納 部 と 収 納 部 を 覆 っ て 開 口 を 閉 塞 す る 蓋 部 材 と に 弾 性 帯 が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
収 納 部 内 に 収 納 さ れ た 電 池 を 交 換 す る 際 に 蓋 部 材 を カ メ ラ 本 体 か ら 取 り 外 し た 時 、 こ の 蓋
部 材 は カ メ ラ 本 体 に 弾 性 帯 に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 蓋 部 材 は カ メ ラ 本 体 か
ら 離 れ 落 ち る こ と が な い の で 、 蓋 部 材 の 紛 失 が 防 止 で き る 。 ま た 、 蓋 部 材 と 弾 性 帯 と カ メ
ラ 本 体 と を 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ て 一 体 品 と し て 成 形 す る こ と で 、 カ メ ラ 本 体 に 必 要 と
さ れ る 部 品 点 数 が 少 な く 済 み 、 組 付 工 数 が 削 減 さ れ て コ ス ト ダ ウ ン に 繋 が る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 カ メ ラ 本 体 と 蓋 部 材 と を 連 結 す る 部 分 に 弾 性 帯 を 用 い る こ と で 、 蓋 部 材 の 開 閉 が 行
い 易 く 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 の ヒ ン ジ 構 造 と し た 場 合 に 比 べ て 、 高 頻 度 の 開 閉 動 作 に よ る 材 質
の 劣 化 が な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ２ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 前 記 弾 性 帯 は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー か ら な る こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 優 れ た 耐 疲 労 性 を 保 有 す る エ ラ ス ト マ ー を 収 納 部 と 蓋 部
材 と の 連 結 部 分 に 使 用 す る こ と で 、 蓋 部 材 の 開 閉 頻 度 が 非 常 に 多 く て も 、 材 質 の 疲 労 に よ
る 破 損 の 心 配 が な い 。 ま た 、 引 っ 張 り 強 度 に も 優 れ る た め 、 あ る 程 度 の 引 っ 張 り 荷 重 が 加
わ っ た 場 合 で も 、 破 損 す る 恐 れ が 少 な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 エ ラ ス ト マ ー は 被 着 体 に 強 い 接 着 力 を 示 す の で イ ン サ ー ト 成 形 に 適 し て お り 、 樹
脂 製 の 蓋 部 材 と カ メ ラ 本 体 と に 一 体 成 形 す る 部 材 と し て 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ３ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 前 記 弾 性 帯 に 形 成 さ れ た 凸 部 が 、 前 記 蓋 部 材 の 表
面 か ら 突 出 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 帯 に 形 成 さ れ た 凸 部 を 蓋 部 材 の 表 面 か ら 突 出 さ せ る
こ と で 、 蓋 部 材 を 開 閉 さ せ る 時 に 、 こ の 凸 部 に 指 を 掛 け て 蓋 部 材 を 開 放 方 向 ま た は 閉 塞 方
向 へ 移 動 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 蓋 部 材 の 開 閉 が 行 い 易 く な る 。 ま た 、 こ の 凸 部
は カ メ ラ 本 体 の 外 面 に 突 出 し て い る の で 、 カ メ ラ 本 体 を 把 持 す る 際 に グ リ ッ プ と し て 使 用
で き る 。 さ ら に 、 凸 部 は エ ラ ス ト マ ー で 形 成 さ れ て い る の で 滑 り に く く 、 グ リ ッ プ と し て
最 適 で あ る 。 ま た 、 こ れ ま で は 、 カ メ ラ 本 体 に グ リ ッ プ を 設 け た と き 、 グ リ ッ プ の 外 観 を
カ メ ラ 本 体 の 外 面 と 異 な る よ う に 後 工 程 で 外 観 処 理 を 行 っ て い た が 、 そ の よ う な 後 工 程 の
必 要 が な く 、 カ メ ラ 本 体 の 形 成 に 要 す る 時 間 短 縮 及 び コ ス ト 削 減 に 繋 が る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ４ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 前 記 収 納 部 は 前 記 カ メ ラ 本 体 の 角 部 に 形 成 さ れ 、
前 記 蓋 部 材 の 表 面 が カ メ ラ レ ン ズ 側 に あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 カ メ ラ 本 体 の 角 部 に 収 納 部 が 形 成 さ れ て お り 、 蓋 部 材 の
表 面 が カ メ ラ レ ン ズ 側 に あ る こ と で 、 蓋 部 材 に 形 成 さ れ た 凸 部 が カ メ ラ レ ン ズ 側 に 設 け ら
れ る こ と に な る 。 し た が っ て 、 撮 影 す る と き 指 が 掛 か り 、 カ メ ラ 本 体 を 把 持 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ５ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 前 記 蓋 部 材 に は 爪 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 収 納 部 に は
前 記 爪 部 を 掛 止 す る 掛 止 部 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 蓋 部 材 に は 爪 部 が 形 成 さ れ て お り 、 収 納 部 に 形 成 さ れ た
掛 止 部 に 掛 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 蓋 部 材 は カ メ ラ 本 体 の 掛 止 部 に 爪
部 が 掛 止 さ れ て ロ ッ ク さ れ た 状 態 と な り 、 こ の ロ ッ ク 状 態 を 解 除 し な い 限 り 、 蓋 部 材 が 開
く こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ６ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 前 記 弾 性 帯 は 、 前 記 収 納 部 の 開 口 が 前 記 蓋 部 材 で
閉 塞 さ れ た と き 、 前 記 収 納 部 の 開 口 の 内 側 に 収 納 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 蓋 部 材 に よ っ て 収 納 部 の 開 口 が 閉 塞 さ れ た と き 、 弾 性 帯
が 収 納 部 の 開 口 の 内 側 に 収 納 さ れ る の で 、 カ メ ラ 本 体 の 外 観 を 損 な う こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ７ に 係 る 本 発 明 の 電 池 収 納 部 は 、 前 記 弾 性 帯 は 、 前 記 蓋 部 材 を 開 放 方 向 に 付 勢 し て
い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 帯 は エ ラ ス ト マ ー か ら な り 付 勢 力 を 有 す る の で 、 蓋
部 に 形 成 さ れ た 爪 部 を 収 納 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 部 か ら 外 す だ け で 、 蓋 部 材 は 付 勢 力 に よ っ
て 開 放 方 向 へ 開 き 、 電 池 の 出 し 入 れ を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 本 発 明 の デ ジ タ ル カ メ ラ １ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
デ ジ タ ル カ メ ラ １ ０ は 箱 状 の 筐 体 １ ２ を 有 し 、 こ の 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ に は 撮 影 用 の レ
ン ズ １ ４ 、 撮 影 用 発 光 部 材 １ ６ （ ス ト ロ ボ ） 等 の 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 面 に は
シ ャ ッ タ ー ス イ ッ チ １ ８ が 、 背 面 に は 図 示 し な い 液 晶 デ ィ ス プ レ イ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ と 一 方 の 側 面 １ ２ Ｂ と で 形 成 さ れ る 角 部 に は 、
電 池 収 納 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 電 池 ２ ２ が 収 容 可 能 と さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は ２
本 の 電 池 ２ ２ を 立 て 向 き に ２ 本 、 平 行 と な る よ う に 収 納 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
電 池 収 納 部 ２ ０ に は 、 電 池 収 納 部 ２ ０ の 開 口 部 ２ ４ の 開 閉 を 行 う 電 池 蓋 ２ ６ が 設 け ら れ て
お り 、 電 池 蓋 ２ ６ を 開 放 さ せ る こ と で 電 池 収 納 部 ２ ０ 内 に 電 池 ２ ２ を 収 納 あ る い は 取 出 す
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こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 電 池 蓋 ２ ６ は 、 板 部 ２ ８ と 板 部 ３ ０ と で 垂 直
方 向 か ら 見 た と き に 略 Ｌ 字 状 で 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 開 口 部 ２ ４ の 筐 体 １ ２ の 前 面 １
２ Ａ 部 分 と 、 開 口 部 ２ ４ の 筐 体 １ ２ の 側 面 １ ２ Ｂ 部 分 と を 覆 う こ と で 、 電 池 収 納 部 ２ ０ の
開 閉 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 図 ２ 及 び 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 側 面 １ ２ Ｂ 側 の 開 口 部 ２ ４ の 垂 直 方 向 の 端 部 に
は 、 エ ラ ス ト マ ー か ら な る 長 尺 帯 状 の ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ の 一 端 が イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ て
一 体 成 形 さ れ て い る 。 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ は 、 開 口 部 ２ ４ の 内 側 部 分 に 設 け ら れ て お り 、 筐
体 １ ２ の 外 観 を 損 な う こ と が な い よ う に さ れ て い る 。 ま た 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ の 幅 寸 法 は
、 開 口 部 ２ ４ の 垂 直 方 向 の 一 辺 よ り も 小 さ く さ れ 、 且 つ 、 中 央 部 に 配 置 さ れ 、 収 納 部 ２ ０
内 に 収 納 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ の 他 端 は 、 電 池 蓋 ２ ６ に 一 体 と な る よ う に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て
い る 。 こ れ に よ っ て 、 筐 体 １ ２ と 電 池 蓋 ２ ６ と は 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ に よ っ て 一 体 と な っ
て い る 。 こ の と き 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ は 電 池 蓋 ２ ６ の 内 側 の 面 と 密 着 さ れ て お り 、 電 池 蓋
２ ６ の 開 閉 操 作 の 邪 魔 に な ら な い よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 こ こ で は 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ は 電 池 蓋 ２ ６ の 内 側 の 面 と 同 一 の 面 と な る よ う に 形 成
し た が 、 電 池 蓋 ２ ６ の 板 部 ２ ８ 、 ３ ０ の 板 厚 内 に 埋 設 す る よ う に 形 成 し て も 良 い 。 ま た 、
電 池 蓋 ２ ６ の 内 側 の 面 か ら 突 出 さ せ 、 電 池 蓋 ２ ６ の 内 側 の 面 に 凸 部 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ の 他 端 の 先 端 部 に は 凸 部 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 凸 部 ３ ４ は 板 部
２ ８ か ら 電 池 蓋 ２ ６ の 表 面 側 （ レ ン ズ １ ４ 側 ） に 突 出 し て お り 、 電 池 蓋 ２ ６ で 開 口 部 ２ ４
を 閉 塞 し た 場 合 に 筐 体 １ ２ の 外 観 面 か ら 突 出 す る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 こ の
凸 部 ３ ４ は 筐 体 １ ２ を 把 持 し た 際 の グ リ ッ プ と な る 。 さ ら に 、 凸 部 ３ ４ は 角 部 全 が 円 弧 状
に 面 取 り さ れ て い る の で 把 持 し 易 く な っ て お り 、 こ の 円 弧 状 の 面 取 り は グ リ ッ プ の 外 観 を
良 く す る 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
電 池 蓋 ２ ６ の 板 部 ３ ０ の 垂 直 方 向 の 端 部 ３ ０ Ａ に は 段 部 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 段 部 ３ ６
は 、 開 口 部 ２ ４ を 閉 塞 し た と き に 内 側 と な る 面 （ 裏 面 ） か ら 延 設 さ れ て お り 、 筐 体 １ ２ の
側 面 １ ２ Ｂ の 開 口 部 ２ ４ の 内 側 の 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ ８ に 掛 止 さ れ る よ う に な っ て い る
。 電 池 蓋 ２ ６ で 開 口 部 ２ ４ を 閉 塞 す る 際 に 、 段 部 ３ ６ を 凹 部 ３ ８ に 引 っ 掛 け る こ と で 、 電
池 蓋 ２ ６ が 筐 体 １ ２ か ら 外 れ る こ と な く 、 開 口 部 ２ ４ を 閉 塞 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 電 池 蓋 ２ ６ の 板 部 ２ ８ の 垂 直 方 向 の 端 部 ２ ８ Ａ の 中 央 部 分 に は 、 電 池 蓋 ２ ６ の 裏 面
か ら 爪 部 ４ ０ が 延 設 さ れ て い る 。 一 方 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ の 開 口 部 ２ ４ の 内 側 に は 、
掛 止 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 爪 部 ４ ０ が 係 合 可 能 と さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 電 池 蓋
２ ６ を 閉 じ た と き 、 爪 部 ４ ０ が 掛 止 部 ４ ２ に 係 合 さ れ 、 電 池 蓋 ２ ６ は 開 口 部 ２ ４ に ロ ッ ク
さ れ 、 電 池 収 納 部 ２ ０ 内 の 電 池 ２ ２ が 筐 体 １ ２ の 外 へ 飛 び 出 す こ と が な い よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の デ ジ タ ル カ メ ラ １ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
デ ジ タ ル カ メ ラ １ ０ の 筐 体 １ ２ に 形 成 さ れ た 電 池 収 納 部 ２ ０ に 電 池 ２ ２ を 収 納 す る と き に
は 、 ま ず 電 池 蓋 ２ ６ を 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 開 放 状 態 と し 、 電 池 収 納 部 ２ ０ に 電 池 ２ ２
を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 電 池 蓋 ２ ６ に 形 成 さ れ た 段 部 ３ ６ を 筐 体 １ ２ の 開 口 部 ２
４ に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ ８ に 掛 止 し 、 段 部 ３ ６ と 凹 部 ３ ８ と を 軸 と し て 電 池 蓋 ２ ６ を 回 動 さ
せ て 開 口 部 ２ ４ を 閉 塞 す る 。 こ の と き 、 電 池 蓋 ２ ６ の 爪 部 ４ ０ を 開 口 部 ２ ４ の 掛 止 部 ４ ２
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に 係 合 さ せ る こ と で 、 電 池 蓋 ２ ６ は 開 口 部 ２ ４ に ロ ッ ク さ れ 、 電 池 収 納 部 ２ ０ 内 に 収 納 さ
れ た 電 池 ２ ２ が 電 池 収 納 部 ２ ０ 内 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
電 池 収 納 部 ２ ０ 内 の 電 池 ２ ２ を 交 換 す る 際 に は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 電 池 蓋 ２ ６ の
板 部 ２ ８ の 先 端 部 分 に 電 池 収 納 部 ２ ０ 側 へ 押 し 込 む 力 を 付 与 す る 。 こ れ に よ っ て 電 池 蓋 ２
６ の 爪 部 ４ ０ が 掛 止 部 ４ ２ か ら 外 れ る と 同 時 に 、 電 池 蓋 ２ ６ の 段 部 ３ ６ を 開 口 部 ２ ４ の 凹
部 ３ ８ か ら 外 す こ と が 可 能 と な り 、 電 池 蓋 ２ ６ は 開 口 部 ２ ４ へ 移 動 し て 、 開 口 部 ２ ４ を 開
放 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 筐 体 １ ２ に は 電 池 ２ ２ が 収 納 可 能 な 電 池 収 納 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て お り
、 こ の 電 池 収 納 部 ２ ０ と 電 池 収 納 部 ２ ０ を 覆 っ て 開 口 部 ２ ４ を 閉 塞 す る 電 池 蓋 ２ ６ と に ヒ
ン ジ ベ ル ト ３ ２ が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
電 池 収 納 部 ２ ０ 内 に 収 納 さ れ た 電 池 ２ ２ を 交 換 す る 際 に 電 池 蓋 ２ ６ を 筐 体 １ ２ か ら 取 り 外
し た 時 、 こ の 電 池 蓋 ２ ６ は 筐 体 １ ２ に ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 し た が
っ て 、 電 池 蓋 ２ ６ は 筐 体 １ ２ か ら 離 れ 落 ち る こ と が な い の で 、 電 池 蓋 ２ ６ の 紛 失 が 防 止 で
き る 。 ま た 、 電 池 蓋 ２ ６ と ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ と 筐 体 １ ２ と を 、 イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ て 一
体 品 と し て 成 形 す る こ と で 、 筐 体 １ ２ に 必 要 と さ れ る 部 品 点 数 が 少 な く 済 み 、 組 付 工 数 が
削 減 さ れ て コ ス ト ダ ウ ン に 繋 が る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 筐 体 １ ２ と 電 池 蓋 ２ ６ と を 連 結 す る 部 分 に ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ を 用 い る こ と で 、 電 池
蓋 ２ ６ の 開 閉 が 行 い 易 く 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 の ヒ ン ジ 構 造 と し た 場 合 に 比 べ て 、 高 頻 度 の 開
閉 動 作 に よ る 材 質 の 劣 化 が な い 。 そ の 上 、 電 池 蓋 ２ ６ の 開 閉 頻 度 が 非 常 に 多 く て も 、 材 質
の 疲 労 に よ る 劣 化 の 心 配 が な く 、 引 っ 張 り 強 度 に も 優 れ る た め 、 あ る 程 度 の 引 っ 張 り 荷 重
が 加 わ っ た 場 合 で も 、 破 損 す る 恐 れ が な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ に 形 成 さ れ た 凸 部 ３ ４ を 電 池 蓋 ２ ６ の 表 面 か ら 突 出 さ せ る こ と で 、 電 池
蓋 ２ ６ に 凸 部 ３ ４ が 形 成 さ れ る 。 こ の 凸 部 ３ ４ は 筐 体 １ ２ の 外 面 に 突 出 し て い る の で 、 筐
体 １ ２ を 把 持 す る 際 に グ リ ッ プ と し て 使 用 で き る 。 ま た 、 電 池 蓋 ２ ６ を 開 閉 さ せ る 時 、 こ
の 凸 部 ３ ４ に 指 を 掛 け て 開 放 あ る い は 閉 塞 方 向 へ 電 池 蓋 ２ ６ を 移 動 さ せ れ ば よ く 、 こ れ に
よ っ て 電 池 蓋 ２ ６ の 開 閉 が 行 い 易 く な る 。 さ ら に 、 凸 部 ３ ４ は エ ラ ス ト マ ー か ら な る ヒ ン
ジ ベ ル ト ３ ２ で 形 成 さ れ て い る の で 滑 り に く く 、 グ リ ッ プ と し て 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
電 池 蓋 ２ ６ に は 爪 部 ４ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 収 納 部 ２ ０ に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ ８ に 掛 止 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 電 池 蓋 ２ ６ は 筐 体 １ ２ の 凹 部 ３ ８ に 爪 部 ４ ０ が 掛 止
さ れ て ロ ッ ク さ れ た 状 態 と な り 、 こ の ロ ッ ク 状 態 を 解 除 し な い 限 り 、 電 池 蓋 ２ ６ が 開 く こ
と が な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ は 付 勢 力 を 有 す る の で 、 電 池 蓋 ２ ６ に 形 成 さ れ た 爪 部 ４ ０ を 収 納
部 ２ ０ に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ ８ か ら 外 す だ け で 、 電 池 蓋 ２ ６ は 付 勢 力 に よ っ て 開 放 方 向 へ 開
き 、 電 池 ２ ２ の 出 し 入 れ を 行 う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 開 口 部 ２ ４ の 筐 体 １ ２ の 側 面 １ ２ Ｂ 側 の 垂 直 方 向 の 端 部 に ヒ ン ジ
ベ ル ト ３ ２ を 取 付 け た が 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ を 取 付 け る 位 置 は 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ 側 の
垂 直 方 向 の 端 部 で も よ く 、 さ ら に は 開 口 部 ２ ４ の 水 平 方 向 の 端 部 に 取 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 ヒ ン ジ ベ ル ト ３ ２ は 筐 体 １ ２ の 外 観 を 損 ね る こ と が な い よ う に 、 開 口 部 ２ ４ の 内 部
と 電 池 蓋 ２ ６ の 裏 面 に 取 付 け た が 、 筐 体 １ ２ の 外 面 と 電 池 蓋 ２ ６ の 外 面 に 取 付 け て も よ い
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は デ ジ タ ル カ メ ラ の 電 池 収 納 部 と し て 説 明 し た が 、 デ ジ タ ル カ メ ラ
に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 例 え ば 、 ヘ ッ ド フ ォ ン ス テ レ オ 等 の 音 声 発 生 装 置 、 携 帯 型 ゲ ー
ム 機 、 電 話 機 等 、 電 池 収 納 部 を 有 す る も の で あ れ ば 、 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る
。 ま た 、 電 池 収 納 部 に 限 ら ず 、 蓋 部 材 を 備 え る も の で あ っ て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 形 状 が シ ン プ ル で 、 成 形 工 程 が 少 な く 、 少 な い 工 程 で 組 み
立 て る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 池 収 納 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 池 収 納 部 の 電 池 蓋 を 開 放 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 池 収 納 部 の 電 池 蓋 を 閉 塞 し た 状 態 を 示 す 水 平 方
向 の 断 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） 電 池 蓋 を 開 放 さ せ よ う と し た と き の 状 態 を 示 す 水 平 方 向 の 断 面
図 で あ り 、 （ Ｃ ） 電 池 蓋 を 開 放 さ せ た と き の 状 態 を 示 す 水 平 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） 従 来 の 電 池 収 納 部 の 電 池 蓋 を 開 放 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） 電
池 蓋 を 閉 塞 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 簡 単 な 説 明 】
１ ０ 　 　 デ ジ タ ル カ メ ラ
１ ２ 　 　 筐 体 （ カ メ ラ 本 体 ）
２ ０ 　 　 電 池 収 納 部 （ 収 納 部 ）
２ ２ 　 　 電 池
２ ４ 　 　 開 口 部 （ 開 口 ）
２ ６ 　 　 電 池 蓋 （ 蓋 部 材 ）
３ ２ 　 　 ヒ ン ジ ベ ル ト （ 弾 性 帯 ）
３ ４ 　 　 凸 部
４ ０ 　 　 爪 部
４ ２ 　 　 掛 止 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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